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町の人口
（44年10月末現在）

人　口　27．497
男　13，429
女　14，068
世帯数　7，451
前月との比較
人ロー74　世帯－15

11月20。（1969）
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毎月1回事象鮒こ配商
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［轟 眉匿壷
印刷所　冷牟田印刷合資会社　電話（代表）⑳0536

新年名刺交換会
、，☆　日　時昭和45年1月1日午前11時
才ノ☆　会　場町民会館ホール
☆　会　費　2百円
☆　申　込12月20日まで
☆　申込先水巻町教育委員会事務局

発行所　福岡県遠賀郡水巻町役場　発行人　西尾　司　樹集人　広報揃集委員会（総務課）

1
1
月
3
日
、
文
化
の
日
。
1
。

菊
か
お
る
こ
の
日
、
町
で
は
、
町
行

政
功
労
者
、
教
育
功
労
者
、
善
行
者
な

ど
を
町
民
会
館
に
お
招
き
し
て
表
彰
式

を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
を
中
心
に
し
て
、
町
民

功労者表彰式風景　（11月3日）

の
み
な
さ
ん
の
作
品
が
集
め
ら
れ
て
、

書
道
展
、
生
花
展
、
菊
花
盆
栽
展
、
水

石
展
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
各
展
示
会
場

は
同
好
の
人
々
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

町
表
彰

◇
　
町
の
公
益
及
び
振
興
発
展
に
尽
力

し
た
功
練
顕
著
な
者

入
江
　
誠
（
頃
末
）

炭
鉱
閉
山
で
塞
要
転
換
期
に
あ
る
本

町
振
興
対
策
に
専
心
こ
れ
を
推
進
さ

れ
、
ま
た
、
な
か
で
も
、
閉
山
社
宅
の

改
良
住
宅
建
設
、
学
校
、
保
育
所
施
設

の
防
音
改
築
な
ど
住
民
生
活
に
重
要
な

辞
施
策
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◇
孝
子
・
節
婦
そ
の
他
草
行
者
で
町

民
の
儀
表
と
な
る
者

上
原
　
龍
三
郎
（
吉
田
三
）

深
い
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
青
少
年

補
導
育
成
の
要
職
に
精
励
さ
れ
、
そ
の

功
労
は
町
民
の
儀
表
で
あ
り
ま
す
。

小
林
　
源
太
郎
（
伊
佐
座
）

伊
佐
座
、
二
、
下
二
地
区
の
広
範
囲

に
わ
た
る
夜
警
を
自
発
的
に
風
雨
も

い
と
わ
ず
努
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と

は
、
町
民
の
儀
表
で
あ
り
ま
す
。

◇
　
永
年
勤
続
者

の
非
常
勤
特
別
職
員

加
納
　
弘
（
樋
口
）

川
添
　
定
継
（
机
社
宅
）

森
安
一
朋
（
二
）

三
好
　
芳
太
郎
（
頃
末
）

∽
消
防
団
員
（
1
5
年
）

近
藤
　
保
（
1
分
団
）

自
柿
　
正
行
（
3
分
団
）

川
町
職
員
（
ュ
5
年
）

飯
尾
克
己
、
行
正
　
恭
子

水
巻
町
教
育
委
員
会
表
彰

◇
　
永
年
勤
続
者

青
田
政
雄
（
下
二
小
）
、
田
中
正
雄

（
頃
未
小
）
、
喜
多
村
弘
借
（
頃
未

小
）
、
緒
方
益
子
（
頃
末
小
）
、
清
家

千
鶴
子
（
頃
未
小
）
、
中
島
正
勝
（
机

小
）
、
森
安
寿
枝
（
机
小
）
、
古
賀
淳

子
（
猪
熊
小
）
、
久
保
田
八
重
子
（
猪

熊
小
）
、
掘
義
久
（
猪
熊
小
）
、
河
内

正
人
（
水
巻
中
）
、
行
正
春
美
（
水
巻

中
）
、
緒
方
昭
治
（
水
巻
南
中
）
、
下

田
寅
雄
（
水
巻
南
中
）
、
上
野
良
子
（

水
巻
南
中
）

◇
　
学
校
教
育
に
多
額
の
寄
附
行
為
が

あ
っ
た
者

村
田
　
略
（
頃
宋
）

◇
学
校
教
育
に
奇
鴛
な
行
為
が
あ
っ

た
者

沢
村
　
た
ま
（
下
二
）
、
山
根

六
土
（
山
口
県
山
口
市
）
、
弘
中

美
代
子
（
山
口
県
山
口
市
）

◇
　
社
会
教
育
に
多
年
従
事
し
功
練
の

あ
っ
た
者

神
崎
　
敬
次
（
古
賀
区
）

水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会

表
彰

◇
社
会
福
祉
特
別
功
労
者

桑
山
巌
（
吉
田
区
）

◇
　
社
会
福
祉
協
助
者

清
水
艮
三
（
下
ニ
）
、
嶺
武
雄

（
下
二
）
、
下
二
区
二
塚
隣
組
、

富
谷
借
也
（
古
賀
）
、
安
部
光
秋

（頃末）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

1

1

月

2

6

日

か

ら

1

2

月

2

日

ま

で

今
捨
て
た
タ
バ
コ
の
温
度
が
7
百
度
′

火
事
の
連
絡
は

六
九
－
〇
一
一
九
番

目
炭
専
　
　
四
四
九
番

今
年
も
火
災
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
す
。

り
、
全
国
火
災
予
防
運
動
が
1
1
月
2
6
日
　
火
災
で
尊
い
人
命
や
、
財
産
な
ど
を

か
ら
㍑
月
2
日
ま
で
の
間
行
な
わ
れ
ま
失
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
タ
バ
コ
の
投

げ
捨
て
や
、
子
ど
も
の
火
遊
び
な
ど
、

家
庭
や
職
場
で
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
火
災
を
防
ぐ
こ
と

百
5
0
万
円
で
す
。

ま
た
昭
和
4
4
年
ュ
0
月
末
現
在
で
は
、

1
9
件
の
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
灰

に
な
っ
た
財
産
は
、
千
6
百
2
0
万
円
に

も
な
り
ま
す
。

本
町
も
こ
の
期
間
内
に
消
防
車
に
よ

る
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
朝
6
時
と
夜
9
時
に
サ
イ
レ

ン
を
、
ュ
5
秒
、
（
6
秒
休
）
、
1
5
秒
、

（
6
秒
休
）
、
1
5
秒
、
の
間
隔
で
鳴
ら

し
ま
す
の
で
、
火
事
と
間
導
覆
い
よ

南
北
縦
貫
道
路
着
手

事
業
費
5
千
9
百
万
円

本
町
に
は
腹
部
を
東
西
に
国
道
3
号

線
が
走
り
、
将
来
は
北
端
に
県
道
若
松

・
芦
屋
・
福
間
線
、
南
端
に
遠
賀
バ
イ

パ
ス
の
建
設
計
画
が
あ
り
ま
す
。
横
断

幹
線
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
南
北
を

縦
貫
す
る
幹
線
が
琴
＼
現
在
の
県
道

水
巻
・
芦
屋
線
、
水
巻
・
中
間
線
竺

本
化
し
強
化
す
る
た
め
に
、
旧
日
本
炭

磯
専
用
鉄
道
敷
地
跡
を
利
用
し
た
、
南

北
縦
貫
道
路
の
建
設
を
数
年
前
か
ら
県

に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
要
望
が
実
り
、
本
年
か
ら
県
の

産
炭
地
城
開
発
就
労
事
業
に
よ
り
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
1
期
の
工
事
区
間
は
水
巻
・
芦
屋

線
を
起
点
（
浜
崎
医
院
前
か
ら
商
工
会

館
前
を
通
り
、
南
中
の
東
側
ま
で
の

間
）
に
し
、
町
道
車
返
し
線
ま
で
の
千

4
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
平
均
ュ
3
メ
ー
ト

ル
、
事
業
費
5
千
9
百
万
円
を
か
け
て

建
設
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
は
4
5
年
3
月
2
5
日

ま
で
の
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

南
北
縦
貫
道
路
の
建
設
に
よ
っ
て
、

⑤
縦
貫
道
路
が
で
き
、
産
業
生
活
基
盤

が
盤
僻
さ
れ
る
。

⑧
沿
線
二
帯
の
開
発
が
促
進
さ
れ
る
。

⑧
吉
田
工
場
団
地
の
立
地
条
件
が
よ
く

な
る
。
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

当
面
は
中
間
市
新
手
で
県
道
中
間
・

引
野
線
に
連
絡
し
、
将
来
は
さ
ら
に
南

に
延
し
、
木
屋
ノ
瀬
線
で
九
州
縦
貫
道

路
に
連
絡
し
て
、
北
九
州
都
市
圏
の
西

部
地
域
の
循
環
道
路
と
し
て
、
ま
た
筑

豊
内
陸
部
と
玄
海
グ
リ
ー
ン
地
帯
と
を

結
ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割
を
も
つ

よ
う
計
画
「
逼
り
ま
す
。

南中附近の工事現場

青田の火災現場

が
で
き
ま
す
。
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

本
町
も
幸
い
に
　
火
災
通
報
の
願
は
必
ら
ず
局
番
6
9
を

し
て
人
命
な
ど
に
回
し
て
く
だ
さ
い
。
局
番
無
し
の
〓

′
異
常
は
あ
り
ま
せ
九
番
は
八
幡
区
消
防
署
が
で
ま
す
。

ん
で
し
た
が
、
昭
　
そ
れ
だ
け
通
報
が
遅
れ
、
ま
た
、
他

和
4
3
年
中
に
1
8
件

の
火
災
発
生
が
あ

り
、
灰
に
な
っ
た

財
産
は
、
2
千
8

の
消
防
署
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、

必
ら
ず
局
番
6
9
番
を
回
し
て
通
報
し
て

く
だ
さ
い

ーたばこは町内で－

「たばこ」は町内で買ってくだ

さい。

「たばこ」1本の税金は57銭で、
1箱（20本入り）ですと、11円
40銭が町の収入になります。

あなたは住民基本台帳に記録されていますか

住民基本台帳は、あなたの居住を公証する重要で基本的

な住民台帳です。
選挙権、国民健康保険、国民年金など住民基本台帳に、
記録されてないと適用されません。住所に異動があったら

すぐ届出下さい。

第
1
8
回
全
国
青
年
大
会
（
陸
上
）

高
松
君
　
第
2
位
（
走
り
幅
と
び
）

久
保
田
さ
ん
第
5
位
（
近
代
三
種
目
競
技
）

陸
上
の
県
代
表
と
し
て
水
巻
町
よ

り
、
高
松
龍
美
君
（
日
庚
研
修
所
）
、

久
保
田
輝
子
さ
ん
（
頃
末
）
の
2
人
が

こ
の
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

高
松
君
は
走
り
幅
と
び
に
出
場
し
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
精
鋭
4
0
人
を
相
手

第
ュ
8
回
全
国
青
年
大
会
が
、
文
部

省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
日
本
青
年

団
協
議
会
主
催
で
1
1
月
8
日
か
ら
ｎ
日

ま
で
の
4
日
間
東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当

高

松

言

　

久

保

田

さ

ん

◆

に
奮
闘
さ
れ
、
6
椚
7
6
戊
の
好
記
録
で

み
ど
と
第
2
位
の
栄
冠
を
勝
ち
得
ま
し

た
。久
保
田
さ
ん
は
近
代
三
種
目
競
技
（

6
0
㌢
走
り
高
と
び
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

投
げ
）
に
出
場
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
精
鋭
3
9
人
を
相
手
に
奮
戦
さ
れ
、
総

合
点
数
百
7
0
点
で
第
5
位
に
な
り
ま
し

た
。久
保
田
さ
ん
は
女
子
4
百
刑
リ
レ
ー

に
も
出
場
、
福
岡
県
は
5
4
・
8
秒
の
好

頂
で
第
2
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
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5

で
確
保
で
き
る

特
例
老
齢
年
金

高
齢
者
に
再
加
入
の
遠
が
開
か
れ
ま
す
。
拠
出
年

金
の
受
給
権
を
確
保
す
る
最
後
の
機
会
で
す
ｌ

国
民
年
金
制
度
が
は
じ
ま
っ
た
当
時

は
、
制
度
の
趣
旨
が
十
分
に
ゆ
き
わ
た

ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
高
齢
者
（
昭
和

3
6
年
4
月
1
日
現
在
で
5
0
歳
以
上
5
5
歳

未
満
の
人
）
の
加
入
申
し
出
期
間
が
短

か
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
、
国
民
年

金
に
加
入
し
な
か
っ
た
人
が
多
い
よ
う

で
す
。
ま
た
そ
の
と
き
は
国
民
年
金
以

外
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
た
高
齢

者
で
、
そ
の
後
勤
め
な
ど
を
や
め
た
り

し
て
現
在
い
ず
れ
の
年
金
制
度
に
も
加

入
せ
ず
、
ど
の
制
度
か
ら
も
老
齢
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
当
初
加
入
の
機
会
を
の

が
し
た
高
齢
者
の
方
の
た
め
に
法
律
を

改
正
し
て
、
新
し
く
拠
出
年
金
に
加
入

で
き
る
よ
う
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
入
で
き
る
人
は
、
明
治
3
9
年
4
月

2
日
か
ら
明
治
4
4
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
れ
た
人
で
す
。
な
お
つ
ぎ
の
よ
う
な

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
で
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
加
入
で
き
ま
せ

ん
。
●
　
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
制
皮

に
加
入
し
て
い
る
人
。

●
　
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
制
度

か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
（
年
金
を
受
け
る

た
め
の
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る

人
も
含
む
）

加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
昭
和
4
5
年

1
月
か
ら
同
年
6
月
3
0
日
ま
で
の
間
に

申
し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
し
出
期
間
が
短
い
こ
と
と
、
な
る

べ
く
新
年
か
ら
納
付
で
き
る
よ
う
、
ュ
1

月
2
0
日
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
の
で
早
目
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。保

険
料
は
5
年
間
納
付

加
入
さ
れ
る
人
の
年
齢
は
、
昭
和
4
5

年
1
月
で
す
で
に
5
8
歳
か
ら
田
歳
に
連

し
て
い
ま
す
の
で
、
6
5
歳
に
な
っ
て
も

納
付
期
間
が
．
．
世
間
に
な
る
ま
で
は
保

険
料
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
保
険
料
…
…
1
カ
月
7
百
5
0
円

・
納
付
開
始
…
加
入
を
申
し
出
た
月
か

ら
。
（
今
年
中
に
申
し

出
た
方
は
来
年
1
月
か

ら
）

・
納
付
期
間
…
5
年
間

・
年
金
啓
…
＝
3
万
円

◇
公
的
年
金
の
期
間
と

通
賞
さ
れ
る
場
合

5
年
年
金
に
加
入
で
き
る
年
齢
の
人

は
、
昭
和
3
6
年
4
月
1
日
以
降
の
公
的

年
金
に
加
入
し
た
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
継

ぎ
合
せ
て
1
0
年
に
達
す
る
と
き
は
、
通

算
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
5
年
年
金
に
加
入
し
た

期
間
も
そ
の
ュ
0
年
間
の
中
に
算
入
さ
れ

ま
す
。し
た
が
っ
て
、
昭
和
3
6
年
4
月
1
日

以
降
の
公
的
年
金
加
入
期
間
次
第
で

は
、
ま
る
ま
る
5
年
間
加
入
す
る
必
要

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

5
年
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
有
利
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
役
場
で
十
分
確
か
め
て
加
入
申
し

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

朋
鵠
鮒
地
支
給
法
の
1
部
改
正

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
ま
た
は
戦
傷

病
の
妾
に
1
0
万
円
、
3
万
円
の
特
別
給

付
金
ま
た
は
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
　
戦
没
者
の
父
母
な
ど
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
1
0
万
円
は
、
昭
和
1
2
年

7
月
7
日
以
降
に
死
亡
さ
れ
た
軍

人
、
軍
属
な
ど
の
父
母
ま
た
は
祖
父

母
で
す
。
昭
和
4
2
年
4
月
1
日
現

在
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
る
人
で
す
。

戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
子
や
孫
が

あ
っ
て
も
、
戦
没
者
と
氏
が
違
っ
て

い
る
こ
と
が
第
一
姦
件
で
す
。
第
二

条
件
と
し
て
、
戦
没
者
の
死
亡
後
昭

和
4
4
年
9
月
3
0
日
ま
で
の
間
に
同
じ

氏
の
子
も
孫
も
生
じ
な
か
っ
た
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑧
　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
3
万
円
は
、
昭
和
1
6
年

1
2
月
8
日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
戦

没
者
の
遺
族
で
す
。

昭
和
4
0
年
4
月
1
日
現
在
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
も
ら
っ

て
な
い
戦
没
者
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
す
。

前
回
の
特
別
弔
慰
金
の
受
給
資
格

者
が
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
、
昭
和

4
4
年
1
0
月
1
日
現
在
生
存
さ
れ
て
い

る
上
順
位
の
次
の
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
川
　
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
戦
没
者

と
生
計
関
係
が
な
か
っ
た
人

は
　
戦
没
者
の
死
亡
後
、
遺
族
以
外

の
者
の
養
子
と
替
て
い
る
人

用
　
戦
没
者
の
死
亡
後
、
遺
族
以
外

の
者
と
氏
を
改
め
た
婚
姻
を
し
た

人以
上
の
特
別
給
付
金
ま
た
は
特
別

弔
慰
金
が
、
法
律
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
昭
和
4
4
年
1
0
月
1
日
か
ら
支
給

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

時
効
（
昭
和
4
7
年
9
月
3
0
日
）
ま

で
に
辞
求
さ
れ
ま
せ
ん
と
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
だ
請
求
を

さ
れ
て
な
い
人
は
町
役
嚇
か
、
県
庁

援
護
課
に
早
め
に
ど
相
談
の
う
え
、

辞
求
し
て
く
だ
さ
い
。

昭

和

4

5

年

3

月

3

1

日

で

時
効
に
な
り
ま
す

引
揚
者
特
別
交
付
金

外
地
に
終
戦
ま
で
1
年
以
上
生
活
し

て
い
た
人
で
、
①
終
戦
後
引
紡
げ
て
き

た
人
、
⑧
ま
た
4
2
年
の
7
月
3
1
日
以
前

に
死
亡
し
た
引
捺
者
の
遺
族
、
⑧
引
揚

前
に
死
亡
し
た
人
の
遺
族
は
引
扮
者
特

別
交
付
金
が
も
ら
え
ま
す
。

昭
和
4
5
年
3
月
3
1
日
で
時
効
に
な
り

ま
す
の
で
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
な
い
人

は
す
ぐ
に
、
役
場
住
民
課
に
問
い
合
わ

せ
て
績
求
し
て
く
だ
さ
い
。

親
睦
と
操
業
安
全
を
願
い

日
本
炭
磯
従
業
員
の
運
動
会

1
1
月
9
日
、
高
松
球
場
、
高
松
区
グ

ラ
ン
ド
、
水
巻
申
移
転
敷
地
（
古
賀
）

な
ど
で
、
日
本
炭
碗
従
業
員
の
運
動
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
炭
硬
の
氏
神
様
で
あ

る
、
山
神
社
条
を
祝
し
、
ま
た
、
日
本

炭
頭
の
従
業
員
の
操
業
安
全
と
家
族
ど

う
し
の
親
睦
を
願
っ
て
行
な
わ
れ
た
も

の
で
す
。
競
技
種
目
も
各
地
区
と
も
い
ろ
い
ろ

と
工
夫
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

パ
ン
食
い
意
争
。
夫
婦
が
協
力
し
て

（風船割り、水巻中移転敷地で

の
風
船
割
り
は
、
ど
主
人
が
風
船
を
ふ

く
ら
ま
し
、
そ
れ
を
奥
さ
ん
が
お
尻
で

「
パ
ー
ン
」
と
割
る
ゲ
ー
ム
。
割
っ
た

あ
と
は
仲
よ
く
手
を
換
っ
て
ゴ
ー
ル
へ

「
あ
の
人
、
奥
さ
ん
の
手
を
担
っ
た

の
は
結
婚
し
て
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か

し
ら
…
…
」
と
は
応
援
の
ス
ズ
メ
達
。

風
船
の
割
れ
る
た
び
に
、
ワ
ァ
ー
ワ

ァ
ー
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
…
・
・

ビ
ー
ル
の
早
飲
み
競
争
で
は
、
先
頭

が
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
て
も
わ
れ
関
せ
ず
と

ゆ
う
ゆ
う
と
、
ビ
ー
ル
の
味
を
楽
し
ん

で
い
る
人
？

紙
に
書
い
て
あ
る
人
名
組
み
合
わ
せ

競
技
で
は
、
人
名
よ
り
も
頼
み
知
り
が

優
先
し
て
か
、
コ
ン
ト
と
キ
ラ
ー
ズ
、

．

．

Ｈ

．

．

■
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1

1

．

．

，

．

．

1

1

，

．

，

．

－

1

1

．

．

，

．

．

1

1

．

・

・

一

ヽ

で
ン
キ
ー
と
5
5
号
な
ど
の
組
全
品
せ

が
で
き
、
こ
の
た
め
、
貴
後
ま
で
捜
す

相
手
が
見
つ
か
ら
ず
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
風

景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

か
わ
い
い
幼
稚
園
児
の
遊
戯
な
ど
も

あ
り
、
最
後
ま
で
笑
い
の
う
ず
の
連
続

で
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み

も
う
し
あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
に
か
え
多

額
の
舎
印
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ど

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人

嘗
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
大
和
隆
棟
（
吉
田
こ
大
和
真
幸

様
、
故
白
土
岩
雄
様
（
樋
口
〕
白
土
輝

夫
棟
、
故
時
津
伴
適
様
（
梅
ノ
木
）
時

津
タ
工
手
様
、
故
大
野
大
助
様
（
机
社

宅
）
浅
原
英
俊
様
、
故
時
津
友
一
棟
（

机
社
宅
）
時
津
友
光
様

ｉ
ｔ
町
内
青
年
会
親
睦

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
は
古
賀
区
青
年
会

三
－
デ
～
三
≡
．
・
～
三
≡
丁
，
ｌ
ｌ
三
ｌ
≡
・
－
ｔ
・
、
三
≡
－
．
～
三
ｌ
…
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ヽ
√
三
三
1
．
．
・
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1
．
．
－
≡
．
7
ヽ
′
ヽ
．
．
≡
．
－
1
′
ヽ
一
．
一
≡
－
，
～
．
≡

指

先

も

軽

く

珠
算
競
技
大
会

．■－1【■．■．－■■■■■【■ン
．

一日一円で最高50万円の

交通災害共済に加入しましょう

44年1月10日～44年11月18日までの

見舞金給付数

死亡見舞金50万円受給者　　　28人

その他見舞金受給者　　　　724人

，
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．
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．
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．

．
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．

1

1

．

．
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．

．

1

1

．

．

．

ら

木
区
Ｂ
、
3
位
　
古
賀
区
Ａ

第
1
1
回
水
巻
町
青
少
年
珠
算
癌
技
大
　
3
位
岩
井
　
融

会
が
、
1
0
月
2
6
日
、
2
百
8
7
人
の
小
中
中
学
生
の
部

学
生
が
参
加
し
て
、
町
民
会
館
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

玉
を
入
れ
る
指
先
も
軽
く
、
日
ご
ろ

の
自
慢
の
腕
を
兢
い
あ
い
ま
し
た
。

成
練
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
総
合

4
年

1
位
　
三
宅
久
美
子

2
位
　
石
丸
　
博
文

3
位
　
小
松
野
光
正

机
三
ツ
頭
区

吉
田
区

梅
ノ
木
区

5
年1

位

団
体
総
合
の
部

4
年1
位
梅
ノ
木
区
Ａ
、
2
位
梅
ノ

6
年1

位

中
学
生

1
位

梅
ノ
木
区
Ａ
、
2
位
　
三
ツ

頭
区
Ａ
、
3
位
　
三
ツ
頚
区

Ｂ三
ツ
頭
区
Ｂ
、
2
位
梅
ノ

木
区
Ａ
、
3
位
　
猪
熊

梅
ノ
木
区
Ａ
、
2
位
　
三
ツ

頭
区
Ａ
、
3
位
吉
田
区

1
1
月
2
日
、
水
巻
申
グ
ラ
ン
ド

で
、
町
内
青
年
会
友
好
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
一
地
区
の
青
年
会
と
い
う
わ
く
に

と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
人
と
の
交
流

を
日
ぎ
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す

参
加
し
た
チ
ー
ム
は
少
数
で
し
た

が
、
優
勝
戦
は
古
賀
区
青
年
会
と
頃

末
地
区
青
年
会
と
で
争
わ
れ
、
⊥
4
対

1
1
で
古
賀
区
青
年
会
が
優
勝
し
ま
し

た
。参
加
チ
ー
ム
は
少
数
で
し
た
が
、

交
流
を
は
か
る
と
い
う
目
的
は
十
分

達
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
回
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
、
多

く
の
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
こ
と
を
望

ん
で
お
り
ま
す
。

ヽ

千

羽

鶴

に

願

い

を

こ

め

て

六
万
羽
を
下
二
小
に
寄
附

下
二
地
区
の
沢
村
さ
ん

沢
村
タ
マ
さ
ん
（
下
二
区
）
は
、

恵
ま
れ
ぬ
生
活
環
境
の
中
で
あ
り
な

か
ら
、
社
会
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

が
厚
く
、
そ
の
恩
返
し
の
一
端
と
し

て
昭
和
3
7
年
か
ら
折
鶴
を
お
り
は
じ

め
ま
し
た
。

次
代
を
に
な
う
子
と
も
達
が
、
鶴

の
よ
う
に
気
高
く
立
派
な
人
間
に
な

る
よ
う
、
一
羽
一
羽
に
そ
の
願
い
を

こ
め
ら
れ
今
日
ま
で
4
2
房
6
万
羽
の

折
鶴
を
下
二
小
学
校
の
児
童
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

折
鶴
に
使
用
す
る
紙
は
広
告
の
チ

ラ
シ
、
商
品
な
ど
の
包
装
紙
で
す
。

そ
の
折
鶴
は
教
室
に
講
堂
に
美
し

い
色
ど
り
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

沢
村
さ
ん
は
近
隣
の
手
か
ら
、
千

羽
鶴
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
し
て
、
慕

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

第

1

7

回

町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

1

1

月

3

0

日

こ
の
大
会
は
、
広
く
町
民
の
間
に

社
会
体
育
の
振
興
を
は
か
り
、
健
康

で
明
る
い
社
会
生
活
を
樹
立
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。

★
開
催
日
時
昭
和
4
4
年
1
1
月
3
0
日

午
前
1
0
時

★
集
合
場
所
机
ポ
ン
プ
場
上
の
遠

及
び
時
間
賀
川
墳
防
に
午
前
9

時
4
0
分
ま
で
に
集
合

コ
ー
ス
　
遠
賀
川
喝
防

中
学
生
　
5
千
椚

一
般
の
部
8
千
椚

★
参
加
資
格
者
町
内
居
住
者
及
び

通
勤
通
学
者
。
た
だ
し
郡

内
各
町
の
愛
好
者
歓
迎

★
申
込
期
日
　
1
1
月
2
8
日
ま
で

★
申
込
先
　
水
巻
町
教
育
委
員
会

事
務
局

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

1

1

月

2

2

日

～

1

2

月

ュ

5

日

ま

で

★
義
援
金
お
よ
び
義
援
物
資

★
届
出
先
各
駐
在
員
、
区
労
務

1
位

2
位

3
位

5
年1

位
2
位

3
位

6
年1

位
2
位

牧
野
み
ど
り
　
　
古
賀
区

白
石
　
蒲
生
　
下
二
町
住

主
－
ぎ
・
～
三
…
－
し
ノ
ー
ー
三
…
－
～
三
≡
．
－
ゝ
ｒ
・
主
≡
・
・
ｌ
～
・
－
≡
．
．
1
Ｊ
ｌ
ｉ
一
≡
．
・
～
・
≡
≡
．
・
～
三
≡
．
－
し
ノ
ｌ
・
≡
≡
，
～
三
≡
．
－
．
～

法
を
守
っ
て
楽
し
い
狩
猟

中
風
　
利
弘

川
上
真
理
子

西
田
　
正
則

松
田
　
宣
子

杉
本
　
静
子

前
垣
内
捨
子

古
賀
区

猪
　
熊

中
宍
区

梅
ノ
木
区

三
ツ
頭
区

梅
ノ
木
区

○
狩
猟
時
に
は
、
狩
猟
所
持
許
可
証
、

狩
猟
免
状
、
狩
猟
者
記
章
を
携
帯
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
日
出
前
、
日
没
後
は
狩
猟
で
き
ま
せ

ん
。

○
狩
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
。

・
人
畜
、
建
物
、
汽
車
、
電
車
な
ど

に
向
っ
て
、
ま
た
は
市
街
地

・
公
達
、
公
園
、
社
寺
境
内
、
基
地

・
保
護
区
、
休
猟
区
、
禁
猟
区

本
年
は
、
国
道
3
号
線
以
北
の
遠
賀

郡
〓
宗
休
猟
区
に
指
定
さ
れ
、
、
狩
猟

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
猟
銃
取
扱
い
上
の
心
得
】

・
銃
口
は
絶
対
に
人
に
向
け
な
い

・
銃
に
は
常
に
弾
が
其
て
ん
さ
れ
て
い

る
と
凪
っ
て
扱
う

・
銃
を
手
に
し
た
と
き
は
弾
が
装
て
ん

さ
れ
て
い
な
い
か
確
か
め
牒

・
発
射
の
時
以
外
は
引
鉄
に
指
を
ふ
れ

な
い

・
発
射
す
る
と
き
は
か
な
ら
ず
矢
先
を

確
め
る

・
鈍
磨
内
に
異
物
が
あ
る
場
合
は
発
射

し
な
い

・
銃
を
人
に
貸
し
た
り
さ
わ
ら
せ
な
い

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
銃
右
手
に
し
な
い

【
猟
銃
の
携
帯
、
保
管
上
の
心
得
】

・
常
に
適
当
な
容
器
に
入
れ
て
携
帯
運

搬
す
る

・
携
帯
運
搬
中
は
弾
姦
て
ん
し
な
い

・
銃
は
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管
す
る

・
銃
の
保
管
場
所
に
弾
や
火
薬
を
お
か

な
い

・
家
族
や
友
人
か
ら
銃
を
持
ち
出
さ
れ

な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
、
法
を
守
っ
て
事
故
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

無

縁

墓

地

の

改

葬

に

つ
い
て

一
、
基
地
の
場
所
福
岡
県
筑
紫
郡
筑

紫
町
大
字
立
明
寺
宇
塚
原
野
ロ
8
1

二
、
基
地
所
有
者
福
岡
県
筑
紫
郡
筑

紫
野
町
大
字
立
明
寺
6
4
番
地

平
田
尚
子

三
、
届
出
先
　
楯
岡
県
筑
紫
郡
筑
紫
野

町
大
字
二
日
市
7
百
5
3
番
地

筑
紫
野
町
役
場
総
務
課

ま
で

一
、
基
地
の
場
所
福
岡
県
三
井
郡
小

郡
町
大
字
三
沢
字
花
輩
8
百
6
8

二
、
基
地
の
名
称
酉
島
区
有
共
同
基

地

三
、
届
出
先
福
岡
県
三
井
郡
小
郡
町

大
字
三
沢
代
表
西
島
区
長

田
中
武
雄

四
、
届
出
期
間
　
昭
和
4
4
年
1
2
月
3
1
日

一
、
基
地
の
場
所
香
川
県
大
川
郡
大

川
町
田
面
砕
石
2
千
6
百
9
0
の
3

二
、
基
地
の
名
称
砕
石
墓
地
（
大
川

郡
大
川
町
有
三
）

三
、
改
葬
先
　
香
川
県
大
川
郡
大
川
町

田
面
棚
岩
2
千
7
百
6
5

四
、
届
出
先
香
川
県
大
川
郡
大
川
町

宮
田
申
　
大
川
町
役
場

四
、
届
出
期
間
昭
和
4
4
年
ュ
2
月
2
5
日
五
、
届
出
期
間
昭
和
4
4
年
ュ
2
月
2
0
日
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